
GNV-251      VME   GPIO   UNIT   
                  VME   GPIO    ユニット          

概説 

このモジュールは、物理学実験、素粒子実験等に使用される VME 規格のモジュールです。 

フロントパネルには4つのLEMO 型コネクターを備えNIM 信号での入出力が可能です。 

対のコネクター毎にボード内部にある切り替えスイッチ(間違えがないようにレバーの方向 

で入出力が決まる)により入出力を選択することが可能でＬＥＤの色でその入出力方向がパネル面よ

判断が出来ます。 

任意の機能付サブボードを２枚実装出来、ＦＰＧＡ（ザイリンクス）のファームウェアにより、サ

ブボードに合わせた入出力が出来るようになります。(ドータ・ボードの種類は表3 を参照) 

ＦＰＧＡはＥＰ－ＲＯＭにより電源投入後、自動でファームウェアが読み込まれます。 

ＶＭＥプロトコルはＣＰＬＤにより制御します。 

内部にはFPGA を配してドータ・ボードとの信号の入出力が 

出来るようになっており、ユーザーが任意にロジックを組み上げて 

処理を行うことが可能です。 

KEK カッパー規格の KEK-J0 を標準でＳ１～Ｓ７の差動 I/O を 

サポートしています。（カッパーマザー1台対本品 1台での対応です） 

GNV－250 と機能差は J0 コネクターがこのモデルでは なくとも 

J0 周辺 I/O 機能は無効になりますが －５V系電流を供給できます。 
 

特徴 

ＬＥＭＯ×４：ＮＩＭ 入出力（切り替え可能） 
サブボード 2 枚組み込み可能（サブボード別売） 
Ｊ０，Ｊ１，Ｊ２標準仕様（KEK－VME J0 コネクター使用） 
（J0 コネクター付の場合 ６U用 KEK-VME ラックをご用意下さい。） 

内部クロック３２MHZ 
使用 FPGA：XILINX VIRTEX XCV150-PQ240A 
VME 6U  1 幅 

標準 VME 規格ラック用 J0 コネクター無し（オプション仕様） 
（注：J0 無しの本体には－５V 系は電流供給１.3A 迄ですので 

サブボード GNV‐260 は２台装着不可です） 
使用電源： J0 有り ＋５V,－５V  使用 
     ＋５V ：０．３７A     －５V ：０．１８A 
        ： J0 無し ＋５V、－１２V 使用 
     ＋５V ：０．３７A     －12V ：０．１８A 
  形状  ：VME  6U １幅モジュール 
注文に際して J0 コネクターの有無、クロックの周波数変更要望は注文時 必ず 指示してください。 



仕様 
●入出力信号 

INPUT／OUTPUT SIGNAL  計4個 

（ＮＩＭファースト負信号，入出力インピーダンス 50Ω，LEMO型コネクタ×４） 

コネクターは２対×２を装備して１・２及び３・４の対毎に入出力の切り替えが出来るようになって

おり、その状態はそれぞれＬＥＤにより確認できます。入出力状態に応じてLEDの色を変化させます。

入出力切り替えSW  LED緑:Input LED 赤:Output 入出力は内部トグルスイッチで簡単に変更可能で

す。Ｊ０より Ｓ１～Ｓ７のLVDS差動出力をサポートしております 

VME PROTCOL はCPLD によりショート・標準・拡張などJ-TAG を使って任意に組み込む事が可能。 

VME ADDRESS(標準16～23,拡張24～31)はDIP スイッチで設定します。 

ドータ・ボードとFPGA でボードに合わせた入出力が任意に出来ます。 

FPGA へのファーム・ウェア入力はRAM・VME DATA LINE・J-TAG を選択出来ます。 

PUTH ボタンを配しておりますのでRESET 等としても利用できます。 

その他 J-0 Bus 用にC1/C2  オープンコレクター 入力素子を備えております。 

● KEK-J０ コネクタについての詳細は 下記参照願います（カッパー側からの 説明です） 

http://www-online.kek.jp/~daqplatform/kekvme/backplane/KEKVMEspecv1.pdf 
●適合サブボード仕様 

サブボードサイズは WxDxH＝８４ｘ１１６．５ｘ１５．５（mm）です。 
（スタック用コネクターはｄ＝１０．５ｍｍ使用していますのでそれ以外のスペースに部品を実装可

能です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サブボード実装例 
 本製品               ドータ.ボード 設置時 

             



 

GNV-251      VME   GPIO   UNIT   
 

MODEL         GNV-251 

  
取扱説明書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
はじめに 
 
ご選定 ありがとうございます 

この VME モジュールは、物理学実験、素粒子実験用に開発され高速度データ収集に使われる計測器で

す。使用に際しては、必ず本書を一読されてから 本モジュールを操作される事を御願いたします 
 
 
 
 



詳細仕様 
●入出力信号 

INPUT／OUTPUT SIGNAL  計4個 

（ＮＩＭファースト負信号，入出力インピーダンス 50Ω，LEMO型コネクタ×４） 

コネクターは２対×２を装備して１・２及び３・４の対毎に入出力の切り替えが出来るようになって

おり、その状態はそれぞれＬＥＤにより確認できます。入出力状態に応じてLEDの色を変化させます。

入出力切り替えSW  LED緑:Input LED 赤:Output 入出力は内部トグルスイッチで簡単に変更可能で

す。Ｊ０より Ｓ１～Ｓ７のLVDS差動出力をサポートしております 

VME PROTCOL はCPLD によりショート・標準・拡張などJ-TAG を使って任意に組み込む事が可能。 

VME ADDRESS(標準16～23,拡張24～31)はDIP スイッチで設定します。 

ドータ・ボードとFPGA でボードに合わせた入出力が任意に出来ます。 

FPGA へのファーム・ウェア入力はRAM・VME DATA LINE・J-TAG を選択出来ます。 

PUTH ボタンを配しておりますのでRESET 等としても利用できます。 

その他 J-0 Bus 用にC1/C2  オープンコレクター 入力素子を備えております。 

● KEK-J０ コネクタについての詳細は 下記参照願います（カッパー側からの 説明です） 

http://www-online.kek.jp/~daqplatform/kekvme/backplane/KEKVMEspecv1.pdf 
●適合サブボード仕様 

サブボードサイズは WxDxH＝８４ｘ１１６．５ｘ１５．５（mm）です。 
（スタック用コネクターはｄ＝１０．５ｍｍ使用していますのでそれ以外のスペースに部品を実装可

能です。取り付けねじ等は 本体に附属しております。紛失しないようお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サブボード実装例 
 本製品               ドータ.ボード 設置時 

             



 

内部スイッチ、ジャンパーピン 設定指示 

J7： MODE JPSW  
   １－２  M０ はGNDに接続されます  
   ３－４  M1 はGNDに接続されます  
   ５－６  M2 はGNDに接続されます  
JP１０： J０選択スイッチ（－５V電源駆動IC動作）  
   １－２  J0 OFF 
   ２－３  J0 ON 
JP9： J0 選択スイッチ（－５V選択） 

  １－２ J0 ON （J0 –５系使用） 
  ２－３ J０ OFF（J1 ‐12V系使用） 

J3：  CPLD用 JTAG 
J17： MEMORY用JTAG 
J4：  FPGA用JTAG 
JP1：CPLD CLOCK 選択 
    １：CLK－２：CCLK ON （MEMORY 駆動） 
    ２：CCLK－３：GCLK ON （FPGA 駆動） 
J１７： PROGRAM 選択 
    １－２ PROG   FPGA⇔MEMORY 
    ２－３ CFD    CPLD⇔FPGA 
J16： D0 選択 
    １－２ D0／DIN CPLD⇔MEMORY 
    ２－３ D0      FPGA⇔MEMORY 
 
J0設置ボードの 差動I/O 集積回路に関して 

 

J0コネクターを利用する 差動信号入出力 IC SN６５MLVD２００Dが設置されておりますが 
差動入力抵抗100Ωはオプション扱いですご希望の方は取り付けますので 
ご指示ください。 
 

 

注意：J0コネクターが付いているボードを 通常J0無しバックプレーン 

   に 挿入しないでください。故障の原因になります。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご注意：J0 未実装モデルは LVDS 信号の送受信はできません。 
   ：J0 未実装モデルの－５V 電源は VME 標準－１２V から作っております。 
    －５V 系の電流量が多いサブボードは 駆動できない場合があります。 
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VME-PROT

ＰＩＮ１ +２．５Ｖ ＰＩＮ３７ +２．５Ｖ ＰＩＮ７３ +２．５Ｖ ＰＩＮ１０９ +２．５Ｖ 
ＰＩＮ２ ＮＣ ＰＩＮ３８ ／ＦＩＮ－Ｂ ＰＩＮ７４ ＰＯＮ ＰＩＮ１１０ ／ＲＷＤ１６ 

／ＲＷＤ８ＰＩＮ３ ＮＣ ＰＩＮ３９ ＢＡ９ ＰＩＮ７５ ＤＯＮＥ ＰＩＮ１１１ 
ＰＩＮ４ ／ＢＤＳ１ ＰＩＮ４０ ＢＡ８ ＰＩＮ７６ ／ＰＲＯＧ ＰＩＮ１１２ ＯＰＣＳ４ 
ＰＩＮ５ ＮＣ ＰＩＮ４１ ＢＳＹＳＣＬＫ ＰＩＮ７７ ／ＩＮＩＴ ＰＩＮ１１３ ＯＰＣＳ３ 
ＰＩＮ６ ＮＣ ＰＩＮ４２ ＋３．３Ｖ ＰＩＮ７８ ＢＵＳＹ ＰＩＮ１１４ ＧＮＤ 
ＰＩＮ７ ／ＢＤＳ０ ＰＩＮ４３ ／ＥＱ２ ＰＩＮ７９ ＧＣＬＫ ＰＩＮ１１５ ＯＰＣＳ２ 
ＰＩＮ８ ＋３．３Ｖ ＰＩＮ４４ ／ＥＱ１ ＰＩＮ８０ ／ＣＳ ＰＩＮ１１６ ＯＰＣＳ１ 
ＰＩＮ９ ／ＢＷＲＩＴＥ ＰＩＮ４５ ／ＢＳＹＳＲＥＳＥＴ ＰＩＮ８１ ／ＷＲＩＴＥ ＰＩＮ１１７ ＮＣ 
ＰＩＮ１０ ／ＢＡＳ ＰＩＮ４６ ／ＯＤＴＡＣＫ ＰＩＮ８２ ＮＣ ＰＩＮ１１８ ＮＣ 
ＰＩＮ１１ ／ＢＩＡＣＫ ＰＩＮ４７ ＧＮＤ ＰＩＮ８３ ＯＰＣＳ１９ ＰＩＮ１１９ ＮＣ 
ＰＩＮ１２ ＢＡＭ４ ＰＩＮ４８ ／ＢＢＥＡＲ ＰＩＮ８４ ＋３．３Ｖ ＰＩＮ１２０ ＮＣ 
ＰＩＮ１３ ＢＡ７ ＰＩＮ４９ ／ＦＩＮ－Ｃ ＰＩＮ８５ ＯＰＣＳ１８ ＰＩＮ１２１ ＮＣ 
ＰＩＮ１４ ＢＡ６ ＰＩＮ５０ ／ＦＩＮ－Ｄ ＰＩＮ８６ ＯＰＣＳ１７ ＰＩＮ１２２ ＴＤＯ 
ＰＩＮ１５ ＢＡ５ ＰＩＮ５１ ／ＦＯＵＴ－Ａ ＰＩＮ８７ ＯＰＣＳ１６ ＰＩＮ１２３ ＧＮＤ 
ＰＩＮ１６ ＢＡ４ ＰＩＮ５２ ／ＦＯＵＴ－Ｂ ＰＩＮ８８ ／ＰＯＮＲＥＳ ＰＩＮ１２４ ＮＣ 
ＰＩＮ１７ ＢＡ３ ＰＩＮ５３ ／ＦＯＵＴ－Ｃ ＰＩＮ８９ ＧＮＤ ＰＩＮ１２５ ＮＣ 
ＰＩＮ１８ ＧＮＤ ＰＩＮ５４ ／ＦＯＵＴ－Ｄ ＰＩＮ９０ ＧＮＤ ＰＩＮ１２６ ＮＣ 
ＰＩＮ１９ ＢＡ２ ＰＩＮ５５ +２．５Ｖ ＰＩＮ９１ ＯＰＣＳ１５ ＰＩＮ１２７ +２．５Ｖ 
ＰＩＮ２０ ＢＡ１ ＰＩＮ５６ ＮＣ ＰＩＮ９２ ＯＰＣＳ１４ ＰＩＮ１２８ ＮＣ 
ＰＩＮ２１ ＢＡＭ０ ＰＩＮ５７ ＮＣ ＰＩＮ９３ ＯＰＣＳ１３ ＰＩＮ１２９ ＮＣ 
ＰＩＮ２２ ＢＡＭ１ ＰＩＮ５８ ＮＣ ＰＩＮ９４ ＯＰＣＳ１２ ＰＩＮ１３０ ＮＣ 
ＰＩＮ２３ ＢＡＭ２ ＰＩＮ５９ ＮＣ ＰＩＮ９５ ＯＰＣＳ１１ ＰＩＮ１３１ ＮＣ 
ＰＩＮ２４ ＢＡＭ３ ＰＩＮ６０ ＮＣ ＰＩＮ９６ ＯＰＣＳ１０ ＰＩＮ１３２ ＮＣ 
ＰＩＮ２５ ／ＢＬＷＯＲＤ ＰＩＮ６１ ＮＣ ＰＩＮ９７ ＯＰＣＳ９ ＰＩＮ１３３ ＢＤ０ 
ＰＩＮ２６ ＢＡＭ５ ＰＩＮ６２ ＧＮＤ ＰＩＮ９８ ＯＰＣＳ８ ＰＩＮ１３４ ＢＤ１ 
ＰＩＮ２７ ＢＡ１５ ＰＩＮ６３ ＴＤＩ ＰＩＮ９９ ＧＮＤ ＰＩＮ１３５ ＢＤ２ 
ＰＩＮ２８ ＢＡ１４ ＰＩＮ６４ ＮＣ ＰＩＮ１００ ＯＰＣＳ７ ＰＩＮ１３６ ＢＤ３ 
ＰＩＮ２９ ＧＮＤ ＰＩＮ６５ ＴＭＳ ＰＩＮ１０１ ＯＰＣＳ６ ＰＩＮ１３７ ＢＤ４ 
ＰＩＮ３０ ３２ＭＨＺ ＰＩＮ６６ ＮＣ ＰＩＮ１０２ ＯＰＣＳ５ ＰＩＮ１３８ ＢＤ５ 
ＰＩＮ３１ ＢＡ１３ ＰＩＮ６７ ＴＣＫ ＰＩＮ１０３ ／ＬＬＤＩＲ ＰＩＮ１３９ ＢＤ６ 
ＰＩＮ３２ ／ＦＩＮ－Ａ ＰＩＮ６８ ＮＣ ＰＩＮ１０４ ／ＬＨＤＩＲ ＰＩＮ１４０ ＢＤ７ 
ＰＩＮ３３ ＢＡ１２ ＰＩＮ６９ ＮＣ ＰＩＮ１０５ ／ＵＬＤＩＲ ＰＩＮ１４１ ＋３．３Ｖ 
ＰＩＮ３４ ＢＡ１１ ＰＩＮ７０ ＮＣ ＰＩＮ１０６ ／ＵＨＤＩＲ ＰＩＮ１４２ ＮＣ 
ＰＩＮ３５ ＢＡ１０ ＰＩＮ７１ ＮＣ ＰＩＮ１０７ ＲＷＤ３２ ＰＩＮ１４３ ＮＣ 
ＰＩＮ３６ ＧＮＤ ＰＩＮ７２ ＧＮＤ ＰＩＮ１０８ ＧＮＤ ＰＩＮ１４４ ＧＮＤ 

to　VME to　FPGA

/BDS0,/BDS1(2):VMEのDS
BAM0-BAM5(6):VMEのAMコード
/BWRITE(1):VMEのWRITE
/BAS(1):VMEのAS
/BLWORD(1):VMEのLWORD
BA1-BA15(15):VMEのアドレス
BSYSCLK(1):VMEのSYSCLK
/BIACK(1):VMEのIACK
/BSYSRESET(1):VMEのSYSRESET
/ODTACK(1):VMEのDTACK

BUSY(1):VMEでこのボードが選択された時に出す信号
/EQ1,/EQ2(2):アドレスの比較信号
/LLDIR,/LHDIR,/ULDIR,/UHDIR(4):VMEのデータラインの入出力コントロール
RWD8,RWD16,RWD32(3):ショート,標準,拡張モードの選択
/INIT(1):イニシャライズ信号

GCLK(1):クロック信号
GCK0,GCK1,GCK2,GCK3(4):クロック信号
/PONRES(1):パワーオンリセット信号
PON(1):電源が入っているときに出す信号

/PROG(1):プログラムを行うときに出す信号
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VME-PROT

DONE(1):プログラムを書き込んだときの識別信号？
OPCS1-OPCS6(6):VMEのコマンドをFPGAへ出す
INTAD1,INTAD2,INTAD4,INTAD8,INTAD16(5):FPGAからのアドレス信号
/WRITE(1):
/CS(1): 
TDI,TMS,TCK,TDO(4):JTAGの信号
32MHZ(1):基本クロック
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Ｖｅｒ600-ＰＩＮ　

ＰＩＮ３ ＤＢＩＯＢ０ ＰＩＮ９５ ＤＢＩＯＡ０ ＰＩＮ１７７ ＢＤ０ ＰＩＮ１９４ ＯＰＣＳ７ 
ＰＩＮ４ ＤＢＩＯＢ１ ＰＩＮ９６ ＤＢＩＯＡ１ ＰＩＮ１６７ ＢＤ１ ＰＩＮ１９５ ＯＰＣＳ８ 
ＰＩＮ５ ＤＢＩＯＢ２ ＰＩＮ９７ ＤＢＩＯＡ２ ＰＩＮ１６３ ＢＤ２ ＰＩＮ１９９ ＯＰＣＳ３ 
ＰＩＮ６ ＤＢＩＯＢ３ ＰＩＮ９９ ＤＢＩＯＡ３ ＰＩＮ１５６ ＢＤ３ ＰＩＮ２００ ＯＰＣＳ２ 
ＰＩＮ７ ＤＢＩＯＢ４ ＰＩＮ１００ ＤＢＩＯＡ４ ＰＩＮ１４５ ＢＤ４ ＰＩＮ２０１ ＯＰＣＳ１ 
ＰＩＮ９ ＤＢＩＯＢ５ ＰＩＮ１０１ ＤＢＩＯＡ５ ＰＩＮ１３８ ＢＤ５ ＰＩＮ２０８ ／ＬＬＤＩＲ 
ＰＩＮ１０ ＤＢＩＯＢ６ ＰＩＮ１０２ ＤＢＩＯＡ６ ＰＩＮ１３４ ＢＤ６ ＰＩＮ２０９ ／ＬＨＤＩＲ 
ＰＩＮ１１ ＤＢＩＯＢ７ ＰＩＮ１０３ ＤＢＩＯＡ７ ＰＩＮ１２４ ＢＤ７ ＰＩＮ１５７ ／ＢＳＹＳＲＥＳＥＴ 
ＰＩＮ１２ ＤＢＩＯＢ８ ＰＩＮ１０７ ＤＢＩＯＡ８ ＰＩＮ１７４ ＢＤ８ ＰＩＮ１９３ ／Ｃ２ 
ＰＩＮ１３ ＤＢＩＯＢ９ ＰＩＮ１０８ ＤＢＩＯＡ９ ＰＩＮ１７５ ＢＤ９ ＰＩＮ１９４ ＯＰＣＳ１９ 
ＰＩＮ１７ ＤＢＩＯＢ１０ ＰＩＮ１０９ ＤＢＩＯＡ１０ ＰＩＮ１７６ ＢＤ１０ ＰＩＮ１９５ ＯＰＣＳ１８ 
ＰＩＮ１８ ＤＢＩＯＢ１１ ＰＩＮ１１０ ＤＢＩＯＡ１１ ＰＩＮ１８６ ＢＤ１１ ＰＩＮ１９９ ＯＰＣＳ１７ 
ＰＩＮ１９ ＤＢＩＯＢ１２ ＰＩＮ１１１ ＤＢＩＯＡ１２ ＰＩＮ１８７ ＢＤ１２ ＰＩＮ２００ ＯＰＣＳ１６ 
ＰＩＮ２０ ＤＢＩＯＢ１３ ＰＩＮ１１３ ＤＢＩＯＡ１３ ＰＩＮ１８８ ＢＤ１３ ＰＩＮ２０１ ＯＰＣＳ１５ 
ＰＩＮ２１ ＤＢＩＯＢ１４ ＰＩＮ１１４ ＤＢＩＯＡ１４ ＰＩＮ１８９ ＢＤ１４ ＰＩＮ２０２ ＯＰＣＳ１４ 
ＰＩＮ２３ ＤＢＩＯＢ１５ ＰＩＮ１１５ ＤＢＩＯＡ１５ ＰＩＮ１９１ ＢＤ１５ ＰＩＮ２０３ ＯＰＣＳ１３ 
ＰＩＮ２４ ＤＢＩＯＢ１６ ＰＩＮ１１６ ＤＢＩＯＡ１６ ＰＩＮ９４ ＢＤ１６ ＰＩＮ２０５ ＯＰＣＳ１２ 
ＰＩＮ２５ ＤＢＩＯＢ１７ ＰＩＮ１１７ ＤＢＩＯＡ１７ ＰＩＮ９３ ＢＤ１７ ＰＩＮ２０６ ＯＰＣＳ１１ 
ＰＩＮ２６ ＤＢＩＯＢ１８ ＰＩＮ１１８ ＤＢＩＯＡ１８ ＰＩＮ８７ ＢＤ１８ ＰＩＮ２０７ ＯＰＣＳ１０ 
ＰＩＮ２７ ＤＢＩＯＢ１９ ＰＩＮ１２５ ＤＢＩＯＡ１９ ＰＩＮ８６ ＢＤ１９ ＰＩＮ２０８ ＯＰＣＳ９ 
ＰＩＮ２８ ＤＢＩＯＢ２０ ＰＩＮ１２６ ＤＢＩＯＡ２０ ＰＩＮ８５ ＢＤ２０ ＰＩＮ２０９ ＯＰＣＳ８ 
ＰＩＮ３１ ＤＢＩＯＢ２１ ＰＩＮ１２７ ＤＢＩＯＡ２１ ＰＩＮ８４ ＢＤ２１ ＰＩＮ２１０ ＯＰＣＳ７ 
ＰＩＮ３３ ＤＢＩＯＢ２２ ＰＩＮ１２８ ＤＢＩＯＡ２２ ＰＩＮ８２ ＢＤ２２ ＰＩＮ２１３ ＯＰＣＳ６ 
ＰＩＮ３４ ＤＢＩＯＢ２３ ＰＩＮ１３０ ＤＢＩＯＡ２３ ＰＩＮ８１ ＢＤ２３ ＰＩＮ２１５ ＯＰＣＳ５ 
ＰＩＮ３５ ＤＢＩＯＢ２４ ＰＩＮ１３１ ＤＢＩＯＡ２４ ＰＩＮ８０ ＢＤ２４ ＰＩＮ２１６ ＯＰＣＳ４ 
ＰＩＮ３６ ＤＢＩＯＢ２５ ＰＩＮ１３２ ＤＢＩＯＡ２５ ＰＩＮ７９ ＢＤ２５ ＰＩＮ２１７ ＯＰＣＳ３ 
ＰＩＮ３８ ＤＢＩＯＢ２６ ＰＩＮ１３３ ＤＢＩＯＡ２６ ＰＩＮ７８ ＢＤ２６ ＰＩＮ２１８ ＯＰＣＳ２ 
ＰＩＮ３９ ＤＢＩＯＢ２７ ＰＩＮ１３９ ＤＢＩＯＡ２７ ＰＩＮ７４ ＢＤ２７ ＰＩＮ２２０ ＯＰＣＳ１ 
ＰＩＮ４０ ＤＢＩＯＢ２８ ＰＩＮ１４０ ＤＢＩＯＡ２８ ＰＩＮ７３ ＢＤ２８ ＰＩＮ２２１ ＪＺＳ２ 
ＰＩＮ４１ ＤＢＩＯＢ２９ ＰＩＮ１４１ ＤＢＩＯＡ２９ ＰＩＮ７２ ＢＤ２９ ＰＩＮ２２２ ＪＺＳ３ 
ＰＩＮ４２ ＤＢＩＯＢ３０ ＰＩＮ１４２ ＤＢＩＯＡ３０ ＰＩＮ７１ ＢＤ３０ ＰＩＮ２２３ ＪＺＳ４ 
ＰＩＮ４６ ＤＢＩＯＢ３１ ＰＩＮ１４４ ＤＢＩＯＡ３１ ＰＩＮ７０ ＢＤ３１ ＰＩＮ２２４ ＪＺＳ５ 
ＰＩＮ４７ ＤＢＣＳＢ１ ＰＩＮ１４６ ＤＢＣＳＡ１ ＰＩＮ２ ＴＭＳ ＰＩＮ２２８ ＪＺＳ６ 
ＰＩＮ４８ ＤＢＣＳＢ２ ＰＩＮ１４７ ＤＢＣＳＡ２ ＰＩＮ１８１ ＴＤＯ ＰＩＮ２２９ ／Ｃ１ 
ＰＩＮ４９ ＤＢＣＳＢ３ ＰＩＮ１４９ ＤＢＣＳＡ３ ＰＩＮ１８３ ＴＤＩ ＰＩＮ２３０ ／ＦＯＵＴ－Ｄ 
ＰＩＮ５０ ＤＢＣＳＢ４ ＰＩＮ１５２ ＤＢＣＳＡ４ ＰＩＮ２３９ ＴＣＫ ＰＩＮ２３１ ／ＦＯＵＴ－Ｃ 
ＰＩＮ５２ ＤＢＣＳＢ５ ＰＩＮ１５３ ＤＢＣＳＡ５ ＰＩＮ１７９ ＧＣＬＫ ＰＩＮ２３２ ／ＦＯＵＴ－Ｂ 
ＰＩＮ５３ ＤＢＣＳＢ６ ＰＩＮ１５４ ＤＢＣＳＡ６ ＰＩＮ６０ Ｍ０ ＰＩＮ２３４ ／ＦＯＵＴ－Ａ 
ＰＩＮ５４ ＤＢＣＳＢ７ ＰＩＮ１５５ ＤＢＣＳＡ７ ＰＩＮ５８ Ｍ１ ＰＩＮ２３５ ／ＦＩＮ－Ｄ 
ＰＩＮ５５ ＤＢＣＳＢ８ ＰＩＮ１５９ ＤＢＣＳＡ８ ＰＩＮ６２ Ｍ２ ＰＩＮ２３６ ／ＦＩＮ－Ｃ 
ＰＩＮ５６ ＤＢＣＳＢ９ ＰＩＮ１６０ ＤＢＣＳＡ９ ＰＩＮ１２０ ＤＯＮＥ ＰＩＮ８９ ／ＦＩＮ－Ｂ 
ＰＩＮ５７ ＤＢＣＳＢ１０ ＰＩＮ１６１ ＤＢＣＳＡ１０ ＰＩＮ１２２ ／ＰＲＯＧ ＰＩＮ９２ ／ＦＩＮ－Ａ 
ＰＩＮ６３ ＤＢＣＳＢ１１ ＰＩＮ１６２ ＤＢＣＳＡ１１ ＰＩＮ１２３ ／ＩＮIＴ ＰＩＮ２３７ ＪＺＳ０ 
ＰＩＮ６４ ＤＢＣＳＢ１２ ＰＩＮ１６８ ＤＢＣＳＡ１２ ＰＩＮ１７８ ＢＵＳＹ ＰＩＮ２３８ ＪＺＳ１ 
ＰＩＮ６５ ＤＢＣＳＢ１３ ＰＩＮ１６９ ＤＢＣＳＡ１３ ＰＩＮ１８４ ／ＣＳ 
ＰＩＮ６６ ＤＢＣＳＢ１４ ＰＩＮ１７０ ＤＢＣＳＡ１４ ＰＩＮ１８５ ／ＷＲＩＴＥ 
ＰＩＮ６７ ＤＢＣＳＢ１５ ＰＩＮ１７１ ＤＢＣＳＡ１５ ＰＩＮ１９２ ／ＰＯＮＲＥＳ 
ＰＩＮ６８ ＤＢＣＳＢ１６ ＰＩＮ１７３ ＤＢＣＳＡ１６ ＰＩＮ１９３ ＯＰＣＳ６ 

スロットＢのＩＯ VMEのＤＡＴＡライン スロットＡのＩＯ ＣＰＬＤからのＶＭＥ制御信号

DBIOA0-DBIOA31(32):スロットAにおいてのIOとして主に使用
DBIOB0-DBIOB31(32):スロットBにおいてのIOとして主に使用
DBCSA1-DBCSA16(16):スロットAにおいて主にコントロールをする為のライン
DBCSB1-DBCSB16(16):スロットBにおいて主にコントロールをする為のライン
INTAD1,INTAD2,INTAD4,INTAD8,INTAD16(5):VMEのデコードしたアドレス
BD0-BD31(32):VMEのデータライン
OPCS1-OPCS6(6):VMEコマンドのコントロールに使う
RWD8,RWD16,RWD32(3):ショート・標準・拡張のモード信号
/UHDIR,/ULDIR,/LHDIR,/LLDIR(4):データ出力の制御用信号
/BSYSRESET(1):VMEのSYSRESET
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Ｖｅｒ600-ＰＩＮ　

/PONRES(1):パワーオンリセット信号
BUSY(1):VMEでアクティブになった時の信号
/WRITE(1):VMEでWRITEコマンドがきた時の信号
/CS(1):VMEでこのボードが選択された時に出力
/PROG(1):VMEのデータラインよりプログラムする時の制御信号
DONE(1):プログラムする時の制御信号
/INIT(1):イニシャライズ信号

/FIN-A,/FIN-B,/FIN-C,/FIN-D(4):マザーボードのフロントパネル付けのLEMOに入った信号
/FOUT-A,/FOUT-B,/FOUT-C,/FOUT-D(4):マザーボードのフロントパネル付けのLEMOに出力する信号
TMS,TDO,TDI,TCK(4):JTAG用端子
M0,M1,M2(3):モード設定
GCLK(1):クロック信号
GCK0,GCK1,GCK2,GCK3(4):クロック信号

Page 2



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


